
   

事業概要 

 

１．事業趣旨 

ボランティア活動を行っている日本とドイツの学生の交流を推進することで、高い

国際感覚を備えた青少年を育成する。 

 

２．実施関係機関 

（１）主催 

日 本：文部科学省 

ドイツ：家庭・高齢者・女性・青少年省 

（２）実施 

日 本：独立行政法人国立青少年教育振興機構 

ドイツ：ベルリン日独センター 

 

３．研修テーマ 

  若者の社会参画 

 

４．参加人数 

    日 本：１２名、引率者２名 

    ドイツ：１０名、引率者１名 

 

 ５．日程 

（１）派遣 

   事前研修   ７月２０日（土） ※オンラインで開催 

派遣     ９月１６日（月）～ ９月３０日（月）１５日間 

（２）受入 

日本受入   ８月２８日（水）～ ９月１１日（水）１５日間 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

派 遣 事 業 報 告 



１．参加者名簿 

 

 氏 名 所 属 団 体 学 校 名 

団長 樋口 拓 青少年教育研究センター  

副団長 下仲 健太 国立淡路青少年交流の家  

１ 天羽 礼 
①ボランティアグループ「AQUA」 

②フリースクールスタッフ 
筑波大学大学院 

２ 新井 麻愛彩 

①こどもの学び困難支援センターsure 

②JENESYS2023 大学訪韓団 OBOG 

③アサカシティラボ 

東京学芸大学 

３ 江崎 誠英 トレハンぎふ 
東京大学 

公共政策大学院 

４ 佐多 結菜 

①ボランティア支援センター 

学生スタッフ Seivior 

②STUDY FOR TWO 成蹊大学支部 

③武蔵野市国際交流協会 

④武蔵野市教育部生涯学習スポーツ課 

⑤シェアキッチン MIDOLINO 

成蹊大学 

５ 島光 佳乃子 国際ボランティア団体 BWP 立命館大学 

６ 塚原 大翔 
国立磐梯青少年交流の家 

法人ボランティア 

福島県立テクノアカデ

ミー郡山 

７ 野口 陽菜 

①羽田航空少年団 

②ガールスカウト東京 166 団 

③渋谷区青少年吹奏楽団 

日本航空高等学校 

８ 福元 萌 

①NPO 法人 Mielka 

②京丹後市夢まち創り大学 

「京丹後市移住促進プロジェクト」 

同志社大学 

９ 藤田 暖生 
英数学館高等学校 

インターアクト部 
英数学館高等学校 



１０ 古本 杏奈 
①留学生お助け隊 

②Language Exchange Partner 
兵庫教育大学 

１１ 松山 玲子 
①一般社団法人淡路エリアマネジメント 

②早稲田大学公認ボランティアサークル 
早稲田大学 

１２ 横畑 あゆな 
①NPO 法人国際自然大学校 

②溝口神楽団（伝統芸能） 
都留文科大学 

 

 

 

 

 

日独学生青年リーダー交流事業日本団 



「ドイツの研修を終えて」（事後課題） 

 

 

■氏名：天羽 礼 

■所属団体： AQUA、フリースクールスタッフ 

■活動内容（50字以内）：①フリースクールスタッフとして、不登校の児童や多様な悩みを持つ青少年の社会参画をサポート。 

②発展途上国ウガンダや、内戦の続くシリア難民へ支援物資を寄贈する国際支援ボランティア活動を行っている。 

 

■ドイツで学習したこと 

 「若者の社会参画について」（400字以内） 

「デュナモドレスデン サポーター・ソーシャルワークプロジェクト」を訪問した。デュナモドレス

デンは、ドイツ 3 部リーグのサッカーチームで、1950 年に創設され、過去にはドイツ一部リーグで

優勝経験もあるチームだ。このサポータープロジェクトとは、ドイツ全土に 70 以上ある社会教育的

サポーター事業の 1 つで、2005 年に青少年援助分野における民間公益実施団体として認可され、ド

レスデン市（25%）・ザクセン州（25%）・ドイツサッカー連盟（50%）から資金援助を受け、若いサ

ポーターのスティグマ化の防止と減少、サッカースタジアムを中心に地域に根差した活動の支援など

を行っている。具体的には、8～18歳の青少年を対象に、以下のようなテーマでワークショップを月

に 2回開催している。 

・フェアプレイとは何か？ Ex)学校におけるフェアプレイとは何か？ 

・暴力はオフサイド Ex）暴力をふるわずに問題を解決するにはどうしたらよい？ 

・ボールはカラフルだ Ex）サッカーを具体例として挙げながら、人種差別、性差別、マイノリティ

差別問題について考える 

また、学校が「デュナモドレスデン サポーター・ソーシャルワークプロジェクト」をはじめとする、

多分野の組織と連携しているという点は、若者の社会参画が推進されやすい環境だと感じた。 

 

■ ドイツでの学習をどのように活かしたか。（1,200字以内） 

私は、自身の修論において、「部活動の地域移行」をテーマに研究を行っている。今回、ドイツのスポーツク

ラブを訪問することができ、様々な新しい知見を得ることができた。例えば、日本の「部活動」という文化の無

いドイツでは、子どもたちは学校が終わると、地域のスポーツクラブで活動を行う。このドイツのような形態を、

日本も理想として掲げ、現在地域移行を推進しようとしている。しかしながら、人、施設、お金の面で課題が山

積みであり、どのように解決するか、手探りで行なっている状況だ。 

ドイツのスポーツクラブは、1ヶ月約1600円という非常に安い会費で運営されている。その理由は、人件費

にあった。スポーツクラブのコーチはほとんどが有償のボランティアで補われている。彼らは、普段は本職を行

ないながら、隙間時間を活用し、子どものスポーツクラブの指導をボランティアで行っているそうだ。ドイツ団

の中にも、アイスホッケークラブのコーチのボランティアを行なっているという人がいた。 

日本でも、ドイツのように、ボランティアとして、子どものスポーツ指導に関わる人が増えることで、指導者

不足と金銭的な問題が解決され、子どものスポーツ環境が豊かになると考える。 

また、ドイツでは、貧しい家庭や子どもに対する支援が充実していた。スポーツクラブに通うことができない

子どもに対して、政府が資金援助を行う制度が整備されている。日本においては、生活補助等の資金援助はある

ものの、子どものスポーツに関する特別の補助金は無い。部活動の地域移行政策が進むことで、無償だった部活

動が、どうしてもお金のかかるものになってしまう。家庭の所得の格差によって、スポーツをしたくてもできな

い子どもが生まれないよう、そこに対する資金援助を整備していく必要があると感じた。 

以上のような気づきや発見を、自身の修論に活かすことができた。 

 

■ 今度行いたいこと（200 字以内） 

日本とドイツの学校体育の違いを比較したい。日本は、週に3回の学校体育授業が行われているが、ドイツは

週に1回だ。また、学習指導要領も、日本は全国一律であるのに対して、ドイツは州によってカリキュラムが異

なる。こういった日独の学校体育の違いが、子どものスポーツ観にどのような影響を及ぼすのか、調査してみた

い。 

na.matsumoto
テキストボックス
６．個人レポート




「ドイツの研修を終えて」（事後課題） 

 

 

■氏名：新井 麻愛彩 

■所属団体：①アサカシティラボ、②ハイサイウチナーラボ、③JKAF（JENESYS2023大学生訪韓団OBOG）  

■活動内容（50字以内）： 

①埼玉県朝霞市内でこども大学あさかの運営。②オンラインでの沖縄の子ども食堂の支援。③日韓交流活動。 

■ドイツで学習したこと 

 「若者の社会参画について」（400字以内） 

 私はドイツと日本の若者の社会参画の共通点・相違点を意識しながらこの交流事業に参加した。ドイツでの講

義やボランティア団体の訪問、日本やドイツでの合宿セミナーを通して多くのことを学んだ。その際、ドイツは

社会奉仕活動年などに代表されるようにボランティアを支援する仕組みが日本と比較して整っているような印

象を受けた。さらに、ドレスデン工科大学政治学研究所を訪問した際に、すべての教科の教職課程の学生を対象

に政治教育について教授を行っていることに驚いた。日本では政治教育を担っているのは多くは社会科の科目で

あり、必然的に社会科の教員が中心的に担当することになっていると感じる。私自身が社会科の教員になるため

の教職課程をとっているため、この事実には衝撃を受けた。ドイツの政治教育は日本よりも進んでいると思う。

この要因がこうした教員側にもあるのではないかと考えた。 

■ ドイツでの学習をどのように活かしたか。（1,200字以内） 

 日本に帰国して初めに自分が所属する団体であるアサカシティラボのミーティング内で成果発表会を行った。

この団体では市内の小学生を対象にワークショップを実施している。訪独前の活動において多動症の子どもへの

接し方について頭を悩ませたことがあった。悩んだのは私だけではなく、同じボランティアの方も対応に自信が

あるようではなかった。ここから、私はドイツ研修において何かヒントを見つけることができないかと考えた。

研修の中で青少年を対象としたワークショップを実施している団体に質問し、解決策へのヒントを得ることがで

きたため、この成果発表会でボランティアの方々に報告した。報告内容を簡単に記述する。「ワークショップで

子どもと接する際に以下のことを意識する。①高圧的な態度で参加を強制しない。②集中力を続かせるために短

い休憩や軽い運動をはさむ。③ゲームをまじえたウォーミングアップ。それでも騒いでしまう子どもには役割を

担当させることで自分には特別な責任があると実感してもらうことが大切である。」こうした内容はこども大学

で子どもと接する上で有効である。学生メンバーだけでなく、社会人の方にも報告することができ、今後の活動

に活かすことができた。 

 次に私は教育学部の社会コースに所属しており、小学校教諭、中学校社会科教諭、高等学校地理歴史科、公民

科教諭の免許状取得のための教職課程をとっている。大学の授業の中で授業の指導案や模擬授業をする機会があ

る。この際にドイツで学んだことを活かそうと意識している。ドイツでは若者の政治教育について多く学んだ。

日本では政治教育は社会科の授業の中で行うことが通例となっている。そのため、授業の指導案を作る際、ドイ

ツで学んだ日本よりも進んだ政治教育についての内容を織り交ぜることを意識したい。政治教育で大事なことは

ボイテルスバッハコンセンサスと呼ばれる概念である。これは教員による思想の押し付けの禁止や論争性の原

則、生徒思考の原則などからなる。これが提唱された背景にはナチス時代に洗脳のために政治教育が利用された

ことがあげられる。日本でも教育基本法第14条第2項が類似していると考えられる。しかし、日本ではこの規

定のもとに教育現場において政治そのものを扱うことがタブーであるかのような風潮が生まれてしまった。ここ

がドイツとの相違点であると考えられる。ドイツではボイテルスバッハコンセンサスがあるにも関わらず、日本

よりも進んだ政治教育をしている。選択制の授業の中で具体的な政党の政策についても学ぶことができると伺っ

た。こうしたドイツにおける政治教育の概念や手法は日本での社会科における政治教育に活かせるものが多いと

感じた。こうした点をまずは大学での教職課程の授業で意識している。こうした経験を積み重ねていき、さらに

は来年の教育実習でも実践的に学んだことを活かせるようにしたい。 

■ 今度行いたいこと（200 字以内） 

 子どもに関わるボランティア活動の現場で今回学んだワークショップでの子どもの接し方について更なる実

践を積みたいと考えている。問題を抱えている子どもたちへの支援には訪れた多くの団体の手法を組み合わせる

ことが効果的であると感じた。さらには、来年度に控えている小学校での教育実習の中で実際に政治教育につい

てのアプローチを自分なりに行いたい。かみ砕きながら授業をし、政治参加への敷居を少しでも低く感じさせた

い。 



「ドイツの研修を終えて」（事後課題） 

 

 

■氏名：江崎誠英 

■所属団体：トレハンぎふ 

■活動内容（50字以内）：岐阜県内で活躍したいという想いを持つ若者を横につなぐプラットフォームを設立・運営。 

■ドイツで学習したこと 

 「若者の社会参画について」（400字以内） 

日本とドイツでは若者の社会参画への意欲が天と地ほど大きく異なっていることが分かった。これは日本の若

者が社会に関心を示さなくとも安心して生きていくことができるから、という理由だけではないことを学んだ。

ドイツにおける若者の強い社会参画の意識は、ナチスといった歴史の惨劇からの反省と学びやボランティア団体

への政府による手厚い支援、教育制度などが複雑に連携を取り合いながら醸成しているものである。さらに、ド

イツの若者にとって日本の多数のボランティア所属団員とは異なり、受験や就活での評価を目的としたものでは

なく規範としてボランティア活動を行うべきだという考えが浸透していることに驚いた。ドイツでの研修を通じ

て「社会参画」が若者にとって身近なものだと感じられるための制度作りの模範的な社会に身を置けたのが最大

の学びである。 

 

■ ドイツでの学習をどのように活かしたか。（1,200字以内） 

私はドイツで学んだ「社会参画の身近さ、ハードルの低さ」を私の周りにいる方に伝えられるようにドイツ研

修からの帰国後に努力した。その結果として私の周りにいる人で社会参画を少しでも意識した人の背中を押すこ

とができたと思う。 

 ドイツにおける、「若者の社会参画」をテーマとして日本の若者が最も学ぶべきことは「社会参画」は誰でも

簡単にできることであると皆が実感することだと感じた。日本では社会参画やその中のボランティア活動、政治

参画といった言葉のハードルはとても高い。現に私は、自分の所属するボランティア団体を設立するまで社会参

画などという仰々しい言葉に見合うほどのことはできないと思っていた。ボランティア活動を始めた当初も自身

の活動をボランティアと認識していなかった。自身の活動は「面白そうなこと」の延長でしかなく、この活動の

定義などについてはあまり考えたこともなかった。そんな中、本事業への参加を契機にドイツでの研修を経て、

私の視点が大きく変わった。ドイツでは、若者が社会に参加することが非常に身近な行動とされており、日常生

活の一部として自然と取り入れられている。さらには社会参画を通してコミュニティとのつながりを深め、自分

自身の生活を豊かにする手段としてドイツでは広く認知・理解されている。 

この経験を通じて、ドイツでの社会参画の「身近さ」や「ハードルの低さ」を感じ取ることができた。帰国後、

私はこの学びを活かして、周囲の人々にも同じ感覚を持ってもらえるよう努めた。私の活動を通じて、多くの仲

間が社会問題に対して一歩踏み出すきっかけを持てたことは大きな成果であると考える。 

具体的には、私の所属する団体の開催するイベントにおいてできる限り多くの若者の方に人前に立って自分の

意見やビジョンを伝えてもらう機会を多く設計した。自分の意見を表に出す機会が少ないとよく批判される若者

の代が何を考えているのか、何をしたいのかを伝えていく場は日本において少ないとドイツからの帰国後により

一層意識するようになった。これらの活動を進める中で、「社会参画は特別な人だけのものではなく、誰もが参

加できるもの」というメッセージを強調した。 

これらの取り組みにより、地域社会の中で「社会参画」への意識が少しずつ広がっていくことを期待している。

社会参画という言葉に対するハードルはまだ多くの日本の若者にとって高いかもしれないが別に特別なことを

しないといけないわけではなく自分の社会に対する想いを表明するだけでも十分である。人々が社会問題に対し

て積極的に声を上げるようになり、自分たちの力で変化を起こせることを実感できるようになれば日本も少しず

つドイツのような社会参画意識の高い国へと近づいていくのだと思う。私はこれからも、ドイツで学んだ教訓を

活かし、一人でも多くの若者が社会参加の魅力を理解し、積極的に行動に移せるようサポートしていく。 

■ 今度行いたいこと（200 字以内） 

日本の若者の社会参画への意識を変えられるような活動を、規模を大きくしたうえで継続的に実践していきた

い。今はまだアプローチ範囲が狭く限定的であるため、全国的な支援網を作れるようなりたいと考えている。 

 またドイツの方々にとっては社会参画が日常生活の一部であったように就職した後も続けて行っていきたい。

そのうえで国内だけでなく世界を見据えた活動にも挑戦してみたい。 



「ドイツの研修を終えて」（事後課題） 

 

 

■氏名：佐多結菜 

■所属団体：成蹊大学ボランティア支援センター学生スタッフSeivior  

■活動内容（50字以内）：大学生に向けたボランティア活動の普及や啓発のためのイベント企画・運営 

■ドイツで学習したこと 

 「若者の社会参画について」（400字以内） 

ドイツでは、国、州、市それぞれのレベルでボランティア活動や青少年の活動に対する補助金が出される仕組み

があることを知り、システム的に日本よりも若者の活動がしやすい環境が整っていると感じた。子ども・若者コ

ミッショナーのお話を聞いた際には、「若者が今後の社会を作るから、大人はそのサポートをする必要がある」

というような、大人側が若者に対して持つ責任のようなものも強く感じられた。 

また、若者主体で行われている政治的活動が多くあることも、日本とは大きく異なる点であった。ドイツでは、

小学生高学年頃から友達同士や家族間、近所の方など誰とでも政治の話をすることがあり、人によってはデモや

自治体の議会に参加する。若い世代から自分の意見を政治に反映させるために積極的な活動が見られ、政治家側

も若者の意見を取り入れるための場を提供していることもあり、若者側の社会参画への意欲とそれを受け入れ

る体制があると感じた。 

 

■ ドイツでの学習をどのように活かしたか。（1,200字以内） 

① ドイツで現地の方々のお話を聞き、日本とドイツでのボランティア活動への意識、活動のシステム、活動内

容それぞれの違いが明らかになり非常に興味深く感じたため、卒業論文のテーマとして取り上げることにし

た。具体的には、ドイツでは学校での部活動があまりないことから、各自地域の団体に所属してボランティ

ア活動や地域貢献活動を自発的にすることが当たり前とされていたり、連邦政府、州政府、各自治体、民間、

公的など様々なセクションで金銭的なサポートが得られたり、キリスト教の信念に則ったボランティア活動

をしていたり、日本にはないボランティア体制が存在していた。特にドイツの大学生においては、学生イニ

シアチブを結成して大学内で積極的に活動をしていたり、消防団に所属して地域に貢献したりしている人も

いるというのは印象的である。一方で日本では、多くの大学でサークルとしてボランティア活動ができる場

は存在しているが、大半の学生がボランティアに興味がなく、ボランティアをしている学生＝“意識が高い”

として一線引かれ、実体験としてもボランティアが身近に感じていない人も多いように感じている。金銭的

にも、ドイツは学費が無料なのに対し日本では多額の学費や設備費が必要になるためアルバイトに時間を割

く学生が多くなっている。これらのような観点から、日本とドイツにおける大学生のボランティア活動の比

較というところで、今後も研究を進めていきたい。 

② 日本とドイツでの歴史観の違いを学び、塾講師としてのアルバイトで活かした。ドイツ団とのディスカッシ

ョンを通して、日本では特に第二次世界大戦において被害の歴史を主に学ぶことが多く、日本の加害の部分

は見えにくくなっていることが多いことに気づいた。例えばそういったことが現在の日韓関係の悪化に繋が

っている部分もあり、政治的にも影響が出ていると思う。一方でドイツでは、ナチスが犯した罪はドイツ国

民全体の責任であると考えている人も多くいて、現在においても反省の意識を持って負の歴史を後世に伝え

ていくべきという姿勢もみられた。そういった歴史に対する当事者意識を持つためには、歴史教育のやり方

が大切で、学校の授業でどのように歴史を伝えるかが大きく影響を与えると考える。ただ、私は学校教育の

現場に立つことはないので、塾講師として被害の歴史だけではなく加害の歴史も同時に伝え、偏った認識に

ならないように、また「受験のための歴史」にならないために伝え方を考えるようになった。自分自身とし

ても、これから改めて歴史を勉強し直し、歴史理解をさらに深めていこうと思うきっかけにもなった。 

■ 今度行いたいこと（200 字以内） 

ドイツでの学生のボランティア活動の現状を見たことから、より自分自身のボランティアへのモチベーション

が上がり、以前から活動していた学生への普及・啓発の部分に力を入れていきたいと考えている。具体的には、

ボランティアを知るきっかけづくりとなるようなイベントの企画・運営に加えて、学内のボランティアサーク

ル・団体との連携による学内ボランティア活動の活発化を目指していきたい。 



「ドイツの研修を終えて」（事後課題） 

 

 

■氏名：島光佳乃子 

■所属団体：国際ボランティア団体BWP 

■活動内容（50字以内）：東南アジア諸国の教育問題に関して、特にラオスの初等教育の奨学金を通した支援。 

■ ドイツで学習したこと 

 「若者の社会参画について」（400字以内） 

 最も興味深かったのは、参画の定義と段階モデルである。自分たちが、青少年が参画できる場を形成する

立場として何をするべきか、重要な視点を得ることができた。研修参加前は、社会参画とは何かという問い

に自分の言葉で答えることができなかったが、研修を通して様々な形の社会参画を学び、私たち日本の青少

年が今後すべき社会参画とは何か理解することができたように思う。参画の段階モデルは特に重要なポイン

トであると考える。参加と参画は区別し使い分ける必要があるだけで、常に高位な自治を求めることはしな

くてよい。しかし全て自発的な参画であるべきで、強要があってはならない。年齢や能力で全てを決めるこ

とはせず、互いへのリスペクトを持ち若者の社会参画の場を形成していくことが重要である。 

 

■ ドイツでの学習をどのように活かしたか。（1,200字以内） 

 事前研修、そして訪独を経て得た学びを、私は特に研究ゼミと所属団体で活かすことができていると感じ

る。 

 一つは先にも触れた参画の段階モデルである。弊団体は所属人数が多く、しかしミーティングに参加する

人が一部のみであることが恒常的な問題になっている。また運営に携わっているコアメンバーのみが全企画

の計画・実施を担っており、能動的に参画できる場が全てのメンバーに用意されていないことも改善すべき

点として挙げられている。そこで参画の段階モデルを活用し、やる気のある人はより高次な参画、段階モデ

ルにおける共同決定や自治に加わることができるよう体制を見直している。また、企画が終わるまで参画さ

せることも重視するべきだと考え、ある程度参画させたら最後はコアメンバーが決定するということをしな

いよう意識している。これは所属ゼミにおけるグループ研究でも同じことが言えるのではないかと考え、ゼ

ミに共有し研究への意識を高めることに活用した。複数人いるグループで合意形成をしたり作業したりする

より、全て一人でやった方が早いと感じて、全員が研究に参加すらしていないという研究班が複数あった。

その意識の改善の一助になればという思いで、見せかけの参画についての説明も行った。参画できるという

事実と体験は、ドイツ団員や訪問したボランティア団体等から聞いたように高いモチベーションと何かを成

し遂げるエネルギーになる。今後も参画する機会を作ることを意識して活動していきたい。 

 また、私が合宿セミナーで議題に出した多様性社会についてのディスカッションは、私が現在行っている

ジェンダーについての研究にとって大いに役立たせることができた。「多様性に寛容な社会は実現できるの

か？」というアバウトな議題であったが、日独両国の同年代の人たちの意見を聞くことができ大変有意義で

あった。ここで知った「寛容のパラドックス」は、この研究において大きなキーワードになっている。少し

センシティブな議題であった分、哲学対話のような雰囲気の交流ができたことも良かった。このディスカッ

ションのような場を作れるよう、研究に励んでいきたい。 

 他にも現地に行き身体で感じて学んだことや、様々な人との交流で得た学びが多くある。これらは今行っ

ている活動や研究以外の場でも今後活かすことができると確信している。積極的に学んだことを活用し広め

られる人材として成長していきたい。 

■ 今度行いたいこと（200 字以内） 

研修やディスカッションを通じて、団員の普段の活動に興味を持った。ドイツ団の中で訪問できた人たち

は、所属している活動団体でいかに生き生きとしているか、どれだけ誇りをもって活動しているのかをのぞ

き見ることができてとても良かった。ぜひ他の団員が普段どのような活動をしているかも知りたいと感じた。

日本団も、話を聞いているだけでとても興味深い活動をしている人ばかりであった。今後交流があれば考え

ている。 



「ドイツの研修を終えて」（事後課題） 

 

 

■氏名：塚原 大翔 

■所属団体：国立磐梯青少年交流の家 法人ボランティア 

■活動内容（50 字以内）：福島県内の子どもたちを対象に震災についての学習活動や自然キャンプなど、様々な

体験活動のサポートをしている。 

■ドイツで学習したこと 

 「若者の社会参画について」（400字以内） 

 今回の研修で私の中の価値観が２つ変わった。それを学習したこととして記載しようと思う。１つ目は

ボランティアに対する価値観だ。私は、ボランティアはアルバイトに近いような自分のための個人活動だ

と思っていた。しかし、ドイツには社会奉仕年制度という制度があったことや、ドイツ団の活動が、議員

やレスキュー、メンタルヘルス相談支援員といった、社会に直接関わる活動が多かったことから、ボラン

ティアは社会奉仕活動だという考え方に変わった。ボランティアによってドイツの若者が社会に深く関わ

れているという印象を受けた。 

 ２つ目は政治への関心の変化だ。ドイツ団との交流の際には政治の話題が沢山あがった。ドイツ団から

は AFD という極右政党について、日本団では衆議院の解散についてなどだ。以前は興味のない分野だっ

たが、この二週間で日常的に政治の話題と触れたことで、私は政治や社会に対して少しずつ興味を持つよ

うになった。 

 

■ ドイツでの学習をどのように活かしたか。（1,200字以内） 

ドイツでの学習では、ボランティアと政治について新しい価値観を学ぶことができた。それをボランテ

ィア同士の交流などで個人的な経験談として広く伝えていこうと考えている。また、今回の研修でドイツ

のボランティア活動は、若者と社会をつなげる大切な役割があると感じた。マイセン群青少年フォーラム

の活動のように若者の居場所を青年ボランティアがつくることで、いずれは若者自身でよりよい社会をつ

くれるようになるのではないかと思ったからだ。そして、今年度は法人ボランティアの報告会であるボラ

ンティアミックスキャンプや、全国の学生ボランティアが悩みや考えを話し合う第７回全国学生ボランテ

ィアフォーラムに参加する予定だ。こうした活動にこれからも積極的に参加して、いつか自分が主体とな

ってボランティア活動を企画したい。 

政治について学んだことは、現在通っている学校で活かそうと考えている。まずは、衆議院選挙に行か

ないという学生が多かったので、仲の良い同級生を中心に期日前選挙の参加を促した。具体的には、ドイ

ツで知った政治の話をしたり、選挙区の政治家が掲げる政党や、期日前選挙のやり方を一緒に調べたりし

て、少しでも選挙に行きやすいようにサポートをした。その結果、はじめは「投票に行っても意味がない」

「予定があって忙しい」といっていた学生が自分の考えを持って投票に行ってくれた。次に、ヨーロッパ

の極右政党が台頭してきていることや、日本国内の政治家が不祥事を起したことなどの政治的なニュース

をクラス内で積極的に話すようにした。私が研修中に関心を持てたように、日常的に政治の話題を話すこ

とで、周囲も少しずつ興味を持ってくれるのではないかと考えたからだ。今後はクラス内で学習成果報告

会を行い、その中で民主主義について自分たちで考える取り組みをしようと考えている。また、ドイツで

学割を使った時に困った経験から、学生証にローマ字表記を追加してもらえるか学校へ相談しようとも考

えている。ドイツでの学習を活かして、私が今できる小さな範囲からよりよい社会に変えていこうと強く

思う。 

その他に今回の研修では自分の足りない部分を沢山知ることができた。特に著しく感じたのは英語力の

足りなさだ。入国審査の際に英語が全く聞き取れなかったり、ドイツ団との交流で聞き取れた英単語の意

味がわからなかったりして、自分の英語能力の低さを改めて痛感した。繋がりを持てたドイツの方々とこ

の先も連絡を取れるように、まずは検定や資格取得を目標として英語の学習に力を入れようと思う。 

■ 今度行いたいこと（200 字以内） 

 まずは、今回学んだことを活かして来年度から始まる卒業研究を行いたい。そこで若者の社会

参画をサポートできるようなシステムを開発できればと思っている。そのために来年度はボラン

ティア活動を控えて、学業に集中するつもりだ。 

その後は、仕事をしながら趣味としてボランティアを続けたい。雇用契約が必要なく、様々な

経験を積めるボランティア活動をこれからもずっと続けていきたい。 
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７．成果と課題（団長 樋口 拓：青少年教育研究センター副センター長） 

 

 

ドイツにおける若者の社会参画と民主主義に触れる、異質と馴化の交差点 

 

 社会参画をテーマとした 2週間にわたるドイツ訪問研修は、参加者各々が“異質馴化－馴質異

化”の自問自答を繰り返す、非常に意義深いものであったと思います。異質なる価値観や制度に

触れつづけることで、自らに当たり前のものとして馴化する。また、馴れ親しんだ同質な物事を

異質の視点から見つめ直し、新たな価値を見出す。この二つの往来の繰り返しが絶えず行われ、

様々な感情を伴いながら過ごしたのです。この経験は、彼らの明るい将来に大きな影響を与えた

と期待しています。 

さて、学生達はドイツの生活やボランティア活動、政治、歴史、教育等について多くの発見と

学びを得ました。この詳細ついては、個人のふり返り頁、彼らによる成果発表会報告頁に譲り、

本稿では、彼らの発見と学びの成果と背景を引率者の視点から課題と併せて、掘り下げた考察を

試みます。 

 

まず、学生達は、労働者の権利を確実に守る仕組みが、環境への配慮とともに日常生活の中に

根付いていることに気づいたといいます。2週間という長期の現地滞在の生活体験で得た重要な

視点であり、観光旅行では気づけない内容でしょう。この気づきの本質は、労働者の権利担保が

民主主義の根幹の一つだということです。日本国憲法では労働三権が明記され、その精神には人

権の尊重、民主主義の職場浸透、市民の政治参画機会創造が含まれていると考えます。働き方改

革が叫ばれる今日、このドイツの実像は、働き方改革のその先に何を見るのかを考える機会にな

ったと思料します。 

 

また、ボランティア活動については、日本のそれと定義や価値観、制度面でのサポートが異な

る点を多々見出しました。ドイツでは若者が、地域社会の課題解決に貢献するために団体活動に

参加し、その活動が何らかの社会実装につながる中で自らの成長も実現していることに気づいた

としています。ドイツの場合、身近な地域の社会課題解決を起点に発足した団体で活動している

点が特徴で、私はその背景に政治や歴史に関する国民の関わり方が関係している可能性を見まし

た。 

 

政治に関しては、ドイツの若者は政治に高い関心を持ち、家族とも友人とも自由に意見交換を

行い、そのための情報の透明性が確保されている点を見出しています。更に、歴史においては、

教育の場で歴史を具体的かつ主観的に理解し、ディベートを通じて社会への関わり方を学びます

が、日本では事実の暗記にとどまりがちであることから、歴史を具体的に理解し、過去の過ちか

ら学ぶ姿勢を育てることの重要性が指摘されました。こうした背景を持つドイツの団体スタッフ

や学生は対話能力に優れ、日本人学生も当初は圧倒されていたようです。伝えたいことの表現、

発言の勇気が持てずに悔しい思いをしていたことを感じましたが、対話による価値創造を体験す

ることで徐々に積極的な姿勢へと変化しました。この例のように、“対話すること”の意味を体

験的に学ぶことは政治・歴史教育の両面で、また社会参画という観点からも重要なのだと気づか

された場面でもありました。 

 

さらに、彼らはメディアリテラシーの重要性も指摘しました。研修中に、異なる他者を排除し

自国優先の政策を掲げる政党の台頭という民主主義を脅かす事態を目の当たりにしたのです。彼

らの支持者による、ラーベンスブリュック追憶の場所（ナチスによる強制収容所跡地）の否定街

宣やナチスの所業を肯定する発言にも遭遇しました。日本ではこの選挙結果を「ドイツにおける

若者の右傾化」と報道されましたが、現地の方々の話やデータ、報道からはその事実は確認でき

ませんでした。若者層の支持率が一定程度あるのは事実ですが、それよりも中高年齢層の男性に

多いのです。彼らは東西ドイツ統一後の民主主義教育を義務教育として受けていないことが背景

にあるのかもしれないと推察しました。同時に、一定程度の若者はこうした動きに否定的である

こと、右傾化防止に向け社会の様々な構成団体が各々の特徴を活かして活動していることも知り



ました。これら現地の実体験も、メディアとの向き合い方を考え、学ぶ機会になったと推察しま

す。 

 

 ここまで参加学生達の気づきを引率者の視点から考察しましたが、全体を俯瞰してみると、そ

れは、彼らの発見が個別に存在するのではなく、相互に関係し合い、有機的に繋がって社会を構

成しているのでは、という点に思い至りました。学校での教育が政治参画意識や歴史認識を育

み、家庭や社会が対話を通じて実践に結びつける。先生と生徒、親と子だけでなく、ボランティ

ア活動を通じた異年齢・異集団の人々との交流が促され、その活動が施策・政策や社会実装とっ

て具現化し自己実現につながる。このような関係性が、例えば労働者や環境への配慮、ボランテ

ィア活動への参加の仕方等という一例に表れているのではないか、ということです。ここまで成

果の掘り下げを試みましたが、次に課題を二つ提起します。 

 

一つ目は、日本国内での事前研修の充実です。ドイツの教育や政治体制、国民の関心や関わり

方、訪問予定先の団体について事前に専門的見地から学ぶことで、現地での学びを深め、意見交

換をより充実させ、理解が促進されるでしょう。また、過年度参加者が自身の経験を活かして事

前研修に参画することで具体的イメージが創られることとなり更に効果が高まることと思料しま

す。 

二つ目は、帰国後に参加できるプログラムの提供です。本研修を活かし、学校での学びを実践

し、実践を学校の学びに結びつけるためには、社会教育が重要です。私たち青少年教育施設の役

割として、例えば次のような機会を提供することが考えられます。①多様な価値観の尊重：異な

る文化や背景を持つ人々との交流を促進し、多様性を尊重する姿勢を育む。②主体的な社会参画

の推進：学生が自ら課題を設定し、考え、行動する力を養う。③メディアリテラシー教育：情報

を正しく理解し、批判的に考え、発信する力を育む。これらの体験をすることは、若者が継続的

に異なる価値観に触れ、自らの活動を顧みる“異質馴化－馴質異化”の自問自答を繰り返しなが

ら社会参画を果たしていくことが期待できます。私たち青少年教育施設の役割は、こうしたプロ

セスを支援し、民主主義を守り育てることでもあるのだとの考えに改めて至ったことは引率者と

しての成果です。 

 

最後に、この研修をご準備いただき、現地での指導、日本からのサポートを頂いたすべての皆

様に、そして、当研修に参加し様々な気づきを与えてくれた学生達、副団長のサポートに改めて

御礼申し上げます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 事 業 報 告 



１．参加者名簿 

 

 
氏 名 

活動所属団体 

職業・教育課程 

団長 

アンドレ・ドーブリヒ 登記社団ザクセン州青少年余暇施設連絡協議会 

Andre DOBRIG 研修・相談・事業部門担当教育主任 

１ 

アーロン・ベアンシュテン

ゲル 
登記社団チェスクラブ・ディオゲネス 1977 

Aaron BERNSTENGEL 青少年担当役員・副理事長 

２ 

アンナ＝マリン・ビショフ 
公益有限会社オストファーレン「レーベンスヒルフ

ェ」家庭支援サービス 

Anna＝Malin BISCHOFF 大学生（社会福祉学専攻） 

３ 

クリストファー・チアヴィ

ンスキー 
ボン消防団バート・ゴーデスベルク消防隊 

Christopher CERVINSKY 救急救命士の職業訓練開始予定 

４ 

ソフィー・ヘアマン インゴルシュタット市青少年連合 

Sophie HERMANN 大学進学予定（教職課程） 

５ 

ベリンダ・カーヴェ 
【U25】ベルリン 25 歳未満オンライン自殺予防相談

（ベルリン大司教管区カリタス連盟） 

Belinda KARWE 大学院生（臨床心理学・心理療法修士課程） 

６ 

ヨンネ・オーピッツ 
①ザクセン州山岳救助隊 

②学生水難救助隊 

Jonne OPITZ 
教育分野のボランティア年 

（自発的社会活動年制度） 



７ 

マータ・ルムベアク 

①リーザ市居場所型ユースハウス（公益有限会社ア

ウトロー） 

②登記社団 faranto 

Martha RUMBERG 大学生（国際ビジネス専攻） 

８ 

ケン・サグラム ゲオルク・ブーフ・ハウス・ユースセンター 

Can SAGLAM 大学生（社会福祉学専攻） 

９ 

セルヴィジャン・シャヒン 

①ノルトライン・ヴェストファーレン州能力開発セ

ンター 

②欧州におけるルアポット（ルール工業地帯） 

Selvican SAHIN 大学生（法学専攻） 

１０ 

マクシミリアン・シュパイ

デル 

①マイセン市ユースフォーラム 

②ラーデボイル市役所 洪水対策 

③ラーデボイル市議会 

Maximilian SPEIDEL 大学生（経営学専攻） 

 

 

 

 

日独学生青年リーダー交流事業ドイツ団 



２．日程 

 

日付 場所 時間 プログラム 

8 月 28 日 

（水） 
ドイツ 午前 ミュンヘン国際空港 発 

8 月 29 日 

（木） 
大阪 

午前 

午後 

 

関西国際空港 着 

大阪フィールドツアー 

自主研修 

8 月 30 日 

（金） 
奈良 

午前 

 

午後 

 

奈良へ移動 

オリエンテーション（全体／地方） 

体験：曽爾プログラム（曽爾高原ハイキング） 

 ※ホームステイ代替プログラム 

8 月 31 日 

（土） 
奈良 

午前 

午後 

 

 

体験：日本の伝統文化（昔遊び体験） 

体験：曽爾プログラム（木のスプーン・フォーク作り） 

体験：日本食調理 

※ホームステイ代替プログラム 

9 月 1 日 

（日） 
奈良 

午前 

 

午後 

 

体験：日本の伝統文化（茶道体験） 

 ※ホームステイ代替プログラム 

交流会（ホストファミリー） 

体験：日本の伝統文化（長谷寺訪問） 

9 月 2 日 

（月） 
奈良 

午前 

午後 

夜 

訪問：曽爾村立曽爾小中学校 

訪問：曽爾村学童保育 

曽爾ボランティア交流企画 

9 月 3 日 

（火） 
奈良 

午前 

午後 

 

体験：曽爾プログラム（曽爾高原ハイキング） 

体験：曽爾プログラム（野外炊事） 

意見交換：曽爾ボランティアとのディスカッション 

9 月 4 日 

（水） 

奈良 

東京 
終日 

東京へ移動 

オリエンテーション（東京） 

9 月 5 日 

（木） 

東京 

奈良 

午前 

 

午後 

 

 

講義：国立青少年教育振興機構 概要 

子どもゆめ基金部国際・企画課長 杉本 孝之 氏 

講義：「若者の社会参画」 

神奈川大学人間科学部 教授 齊藤 ゆか 氏 

団ミーティング 

9 月 6 日 

（金） 
東京 

午前 

 

午後 

 

 

訪問：NPO 法人 iPledge 

事務局スタッフ 山口 記世 氏 

訪問：認定 NPO 法人ミニシティ・プラス 

 事務局長 岩室 晶子 氏 

学生理事 橋本 みなみ 氏 

9 月 7 日 

（土） 
東京 終日 

日独合宿セミナー（顔合わせ／ディスカッション） 

歓迎夕食会 

9 月 8 日 

（日） 
東京 終日 

日独合宿セミナー（ディスカッション／個人発表） 

団ミーティング 

9 月 9 日 

（月） 
東京 終日 

自主研修 

団ミーティング／学習成果発表会の準備 

9 月 10 日 

（火） 
東京 

午前 

午後 

学習成果発表会 

自主研修 

9 月 11 日 

（水） 

東京 

ドイツ 
午前 羽田空港 発 → フランクフルト空港 着 

※台風 10 号接近により、ホームステイプログラムは中止としている。 



３．ダイジェスト 

 

※台風１０号の接近に伴い、８月３０日（金）～９月１日（日）に予定していた「ホーム

ステイ体験」から以下のとおり急遽プログラムを変更して実施した。 

 

＜８月３０日（金）＞  

〇曽爾自然の家活動プログラム体験①「曽爾高原ハイキング（お亀池周辺散策）」 

 施設の概要や利用方法についてのインフォメーションを受けた後、曽爾自然の家が

学校団体などに活動プログラムとして提供している「曽爾高原ハイキング（お亀池周

辺散策）」を体験した。職員の話を聞きながら雄大な曽爾高原の自然について学ん

だ。 

 

＜８月３１日（土）＞ 

〇日本の伝統文化体験①「日本の昔遊び体験」 

曽爾自然の家の職員が「日本の昔遊び体験」を企画し、こま回しや将棋、羽子板遊

びなどで交流し、ドイツ団員と曽爾自然の家の職員の親睦を深めた。 

 

 

 

 

 

 

〇自然の家活動プログラム体験②「木のスプーン・フォークづくり」 

 曽爾自然の家の活動プログラムの一つである「木のスプーン・フォークづくり」を

体験した。スプーンやフォークの柄に、間伐や整備した木材を利用し、木の特徴を生

かしながら思い思いに創作することを通して、日本の木（杉）に触れてぬくもりを感

じることができた。 

職員の説明から森林への興味・関心を深めるプログラムであることを知り、併せて

活動時の安全管理についても学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

＜９月１日（日）＞ 

〇日本の伝統文化体験②「茶道体験」 

 茶道体験では職員の説明を聞きながら、実際に自分でお茶を点て、本場の味を味わ

う貴重な機会となった。 



 

  

 

 

 

 

 

〇「ホストファミリーとの交流会」 

２泊３日のホームステイは台風の影響により中止となったが、天候も回復し、ドイ

ツ団とホストファミリーの交流会を実施することができた。短い時間ではあったが、

無事に対面を果たし、親睦を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

〇訪問「長谷寺」 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

＜９月２日（月）＞ 

〇訪問「曽爾村立曽爾小中学校」 

曽爾村にある「曽爾小中学校」を訪問し、児童生徒との交流を通して日本の小・中

学校や地域の子どもたちの実状を学んだ。 

第一部では、団員や小学生が互いの小学校生活についての紹介を通じて、日独双方

の違いや共通点について学ぶ時間となった。また、小学生はドイツの遊びを体験し

た。交流のお礼に小学生から歌のお返しがあった。 

昼食の時間は、中学生と一緒に給食を食べ、日本の学校生活の一部を体験した。 

第二部では、中学生から書道を教わり日本の文化について学ぶ機会となった。ま

た、ドイツ団が考えたドイツに関するクイズや生徒からの質問を通して交流し、生徒

にとってもドイツに対する知識を深めるとともに興味関心を高める時間となった。交

流のお礼に中学生から歌のお返しがあった。 



 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇訪問「曽爾村学童保育」 

 曽爾村にある「曽爾村学童保育」を訪問し、過疎地域の学童保育所に通う地域の子

どもたちの実状を学んだ。また、子どもたちとドイツ団、曽爾自然の家のボランティ

アが一緒にレクリエーションゲームをする中で、日本とドイツのレクリエーションゲ

ームや指導方法について学ぶ機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

〇ボランティア交流企画 

 曽爾青少年自然の家のボランティアがクイズやゲームなどを企画し、交流会を実施

した。また、互いに感じた疑問や質問などを意見交換し、更に親睦を深めた。 

 

＜９月３日（火）＞ 

〇自然の家活動プログラム体験「曽爾高原ハイキング（亀山）」 

初日のハイキングでは、天候が悪く山頂まで登ることができず、団員からの要望も

あったため、再度ハイキングに挑戦することとなった。登頂開始時は霧が濃く景色も

見えなかったが、山頂に近づくにつれて一気に霧が晴れ、曽爾の山々や雲海を望むこ

とができた。 



   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自然の家活動プログラム体験③「野外炊事」 

 曽爾自然の家が学校団体などに提供している野外炊事を体験した。はじめに、曽爾

自然の家の職員から子どもたちに指導する際の留意点や言葉がけについて、安全管理

の視点、目的を設定する際の考え方などについて学んだ。「協力して美味しい日独の

料理を作ろう」という目的のもと、ドイツ料理の「チーズシュペッツレ（ジャーマン

パスタ）」、和食の「おにぎりとみそ汁」作りに挑戦した。活動中は通訳に頼らず互

いの料理を教え合い、共同作業をする中で協力し、美味しい料理を作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇曽爾自然の家 法人ボランティアとのディスカッション 

 事前にドイツ団と日本団のボランティアからディスカッションしたいテーマを集約

し、当日は、奈良教育大学名誉教授である生田周二先生をコーディネーターとして迎

え、50 分間のディスカッションを 4 クール行った。コーディネーターが提示するボラ

ンティア活動に関係する世界のデータや、事前に集約したディスカッションテーマを

参考にしながら、各国のボランティア活動・参画の意義を共有し、理解を深めた。そ

して、普段取り組んでいる様々なボランティア活動に対しても質問や意見を出し合っ

た。 

また、コーディネーターによってドイツと日本の教育課程、教育制度の違いがボラ

ンティア活動に参画できる環境の違いに影響していることを説明され、このテーマか

らボランティア活動の内容だけではなく、各国の環境や教育など幅広いテーマにまで

視野を広げて、各国のことを知る有意義な時間となった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜９月４日（水）＞ 

○東京へ移動 

 曽爾の職員に別れを告げ、新幹線に乗車し東京へ向かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜９月５日（木）＞ 

○講義「国立青少年教育振興機構 概要」 

 講師：国立青少年教育振興機構 子どもゆめ基金部国際・企画課長 杉本 孝之 氏 

 日本における青少年教育のナショナルセンターを担っ

ている当機構について、概要説明を本事業担当課長が行っ

た。当機構が行っている事業や青少年支援に関しての説明

や、若者がおかれている環境に関する質疑応答等を行っ

た。 

 

 

〇講義「若者の社会参画」 

 講師：神奈川大学 人間科学部人間科学科 教授 齊藤 ゆか 氏 

 「ボランティア・生涯学習の観点」より、若者の社会参

画についてご講義をいただいた。理論・実践・展望の三つ

の議題に分け、日本における歴史的背景から、ボランティ

アに関する国際的な歴史の流れ、評価の手法と、様々な観

点から話を伺い、学びを深めることができた。 

 

 

 



＜９月６日（金）＞ 

○訪問「NPO 法人 iPledge」 

 説明者：事務局スタッフ 山口 記世 氏 

 野外イベント・音楽フェスティバル等で環境・社会問題に関心をもち、自分から周囲

を巻き込んで行動できる若者を増やしていくことを目指した活動について、ご説明いた

だいた。実際に活躍されている学生ボランティアの方にも加わっていただき、満足いく

まで意見交換することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○訪問「認定 NPO 法人ミニシティ・プラス」 

 説明者：事務局長 岩室 晶子 氏 

     学生理事 橋本 みなみ 氏 

 ドイツのミュンヘンで歴史のある「こどものまち」を、日本の横浜で行っている団体

を訪問した。子どもたち自身が、自由な発想で社会について知り、体験し、考えるチャ

ンスを作れるような働きかけを学び、子どもに観点を当てた社会参画について学ぶこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜９月７日（土）～８日（日）＞ 

○日独合宿セミナー（ディスカッション／個人発表／交流会） 

今年度派遣される日本団と、１泊２日で合宿セミナーを行った。テーマに基づいたデ

ィスカッションだけでなく、歓迎交流会等のフォーマルの領域を超えたつながりができ

た。最後には個人発表の時間を設け、自身が大事にしたいことやこれから達成したいこ

とについて、ビジョンを共有しあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜９月１０日（火）＞ 

○学習成果発表会 

 来日して２週間で学んだことを、「①日本での気づき」「②（日独の）共通点」「③

（日独の）相違点」「④持ち帰る成果」の観点からまとめ、学習成果発表会を行った。

対面とオンラインでのハイブリッド形式で開催したため、お世話になった曽爾自然の家

職員や訪問先の方々にも見ていただけた。 

 



４．学習成果発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



５．成果と課題（国際・企画課） 

 

（１）企画 

  本事業は、日本にてボランティア活動等を通じて社会参画を果たしている学生や団体との交

流を通し、団員自らがドイツで実践している活動のみならず、社会的課題やその解決策に関す

る情報を日独双方の観点から比較することを目的としてプログラムを構成した。特に、都市部

において活動を展開する若者と、地方において社会参画を実践する若者の双方との意見交換を

通じて、日本全体の社会参画に関する現状を多角的に学ぶ機会を提供した。 

また、台風 10 号の接近により中止を余儀なくされたものの、2019 年（令和元年）以来とな

るホームステイプログラムも計画していた。 

 

（２）成果 

例年に比べ、日本国内で活躍する学生ボランティアとの交流機会を多く設けることができた。

日本団員に加え、曽爾ボランティアとは１泊２日の共同生活を行い、また各訪問先においても

３時間という十分な交流時間を確保いただいたことにより、深い意見交換が可能となった。ボ

ランティアに関する歴史的展開や社会への浸透状況といった異なる点は多く見受けられたもの

の、モチベーションや活動に対する熱意においては共通する部分が多く、「遠く離れた地におい

ても同様に努力を重ねている仲間がいると知れただけでも有意義であった」との感想が寄せら

れた。また、両国の制度や研修体制についても議論が交わされ、各団体で即時導入を希望する

声も上がった。 

もう一つの成果として挙げられるのは、合宿セミナーのディスカッションにおいて、政治に

関する話題が多く取り上げられた点である。例年、日本団からは政治に関する発言が乏しく、

ドイツ団より「より多く政治について議論したかった」との指摘を受けることが常であった。

しかし、本年度においては多様な意見が活発に交わされ、双方の国における政治教育や政治的

話題の取り扱い方、自身の政治への向き合い方について具体的な議論を行うことができた。こ

の成果を次年度以降にも繋げるべく、過年度団員に継続的に関わっていただき、次の団員へそ

の経験を語り継ぐことで、良好な流れをさらに醸成していきたいと考える。 

 

（３）課題 

  課題として挙げられるのは、休館日や地方プログラムの日程との兼ね合いによりディスカッ

ションの時間を十分に確保することが叶わず、また、参加者が初対面であったことも相まって、

深い学びに達するまでの時間が大半となってしまった点である。ドイツにおいても同様の合宿

セミナーが実施されているものの、２泊３日と十分な時間を設け、一つ一つのテーマをより深

く掘り下げる機会を設けるべきであった。 

事業の日程調整については、２年前より候補日を検討することが可能であるため、プログラ

ムの内容や曜日などのパターンをあらかじめ定め、十分な時間が確保できるよう計画したい。 

 

今回の企画・運営に際し、多くの方に携わっていただいたことで、ドイツ団の有意義な研修

を展開することができた。プログラムに協力していただいた全ての方に感謝を申し上げたい。 


